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らよいであろうか。生産者は省力的な
防除法として，効果の高い土壌処理剤
や全面処理できる茎葉処理剤を望んで
いる。現在，効果が期待される土壌処
理剤は広葉雑草対象として農薬登録さ
れたフルミオキサジン水和剤である。
土壌処理剤全般にいえることである
が，効果の不安定要因（土性，土壌水分，
降雨など）を明らかにして情報を整理・
公表していくことで，より効果的な利
用法が開発されると考えられる。

また，大豆生育期にイネ科を除く一
年生雑草に対して全国的に全面処理で
きる茎葉処理剤は，ベンタゾン液剤の
みで，全面処理の使用回数は 1 回のみ
である（2015 年 1 月現在）。帰化ア
サガオ類に対してはベンタゾン液剤の
複数回処理が有効であるという報告が
あり（McClelland et al.　1978），諸
外国では複数回処理が行われている。
ベンタゾン液剤を処理して枯れきらな
かった帰化アサガオ類に 2 週間後に

もう一度処理すると枯死したという
試験事例もある（澁谷・黒川 2013）。
大豆と帰化アサガオ類の生育特性から
もベンタゾン液剤の 1 回処理のみで
の防除の困難性は明らかである。大豆
品種「納豆小粒」とマルバルコウの生
育を比較するとほぼ同時に葉が展開し
ていく（図 -5）。このため，大豆とマ
ルバルコウの生育差がつきにくく，ベ
ンタゾン液剤が処理できる一番早い処
理時期である大豆 2 葉期以降でマル
バルコウに効果がある処理時期はほと
んどピンポイントとなってしまい，数
日遅れただけで効果が劣ってしまう。
また，適期に処理して防除できたとし
ても，その後に出芽してくる個体に対
しては何らかの防除をしなければなら
ない。日本の大豆作で使用できる除草
剤は非常に少ない。諸外国の大豆作で
使用されていて日本で農薬登録がない
除草剤や大豆には登録がないが有望そ
うな除草剤の検討を積極的に行い，効
果の高い土壌処理剤や全面処理できる
茎葉処理剤を増やす必要がある。

除草剤以外にも，機械分野ではディ
スク式中耕培土機，畦間株間散布機，
蒸気除草機などの開発が行われてい
る。また，耕種的方法として，帰化ア
サガオ類と同じような硬実による休眠
種子を持つクサネムに関しては種子が
落下した圃場を冬期にそのまま不耕起
で維持し，雑草種子の休眠打破や死滅
をねらう方法も考案されている（福見 
2011）。帰化アサガオ類の種子につい
ても研究が進められ，硬実休眠を打破
すれば，湛水で死滅することなどが報

告されているが（住吉 2011），不耕
起での種子の動態など不明なことも多
い。耕種的防除法の開発を含め，いろ
いろな防除法を組み合わせた総合防除
体系を組み立てていく必要がある。

おわりに

大豆作における帰化アサガオ類は，
あっという間に広がり，大問題になっ
てしまった。第 2 の帰化アサガオを作
らないよう，農研機構の生態的雑草防
除プロジェクトでは，全国レベルの雑
草情報の共有や警戒システムを確立す
る取り組みを行っている（生態的雑草
管理ポータルサイト　http://weedps.
narc.affrc.go.jp/）。今後さらに，省力
的で効果的な総合防除体系を組み立て
るため，関係者の連携をお願いしたい。
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図 -5　  大豆（品種：納豆小粒）とマルバル
コウの葉齢進展に及ぼす播種後の有
効積算温度の影響
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スミレ科スミレ属スミレ。人の手の入りやすいとこ
ろにごく普通の多年生草本。国産のスミレ科はスミレ
属のみですべて多年生草本。50 種以上が日本でみられ
る。葉はハート形やそれを引き延ばした形が多く，花は
5 弁の左右対称で基部に大きな距を作る。

「すみれ」という名の謂れは花の距を引っ掛けてあそ
ぶ「相撲とれ」からとか，若菜として摘む「摘みれ」か
らなど様々だが，牧野富太郎が大工道具の「墨いれ（墨
壺）」に似ているからとしたことからそれが定説のよう
になっている。ならば，万葉の時代にも同じような「墨
壺」があったのだろうか。

万葉かなでは「須美礼」とあて，第 8 巻に 3 首が詠
われている。

春の野にすみれ摘みにと来し我れぞ野をなつかしみ
一夜寝にける（山部赤人）

「すみれ摘み」とは女性を誘うこととも。そう思えば，
西行，定家の歌もそう思えなくもない。

あとたえて淺茅しげれる庭の面に誰分け入りてすみ
れつみけむ（西行法師）

春雨のふるののみちのつぼすみれ摘みてをゆかむ袖
はぬるとも（藤原定家）

ところが，芭蕉，一葉と時代が下がり，「すみれ摘み」
が「すみれ草」や「花菫」になると趣きが変わる。本来
のスミレの生育環境，生態に合って詠まれてくる。

山路 ( やまじ ) きて何やらゆかしすみれ草（松尾芭蕉）
あるじなき垣ねまもりて故郷の庭に咲きたる花菫か

な（樋口一葉）

兵庫試験地　須藤　健一菫（すみれ）


